
 

  登米高通信 
＝将来にわたって活躍できる土台を備え，地域を支える人材を育成する高校＝ 

 

 

 

 

 

 

 

３月１日、多くのご来賓のご臨席のもと、普通科第７０回卒

業式が挙行されます。卒業生１０３名が、晴れて卒業証書を

授与され、それぞれが選んだ道へと進んでいきます。２月２

８日予行時に、３ヶ年の皆勤賞１５名・精勤賞１０名の生徒

が表彰されました。おめでとうございます。３学年の大森紀

穂子主任は、卒業生に対し「３年間支えてくれた家族や周り

の方々に感謝の気持ちを忘れずに、新たな道を一歩ずつ進ん

でください」とのメッセージを伝えました。登米高で過ごし

た３年間の思い出を胸に、これからの長い人生を「登高魂」

の精神を忘れず、堂々と進んでいってもらいたいと思います。 

《卒業生進路先一覧》 

 男子 女子 計  

４年制大学 １０名  ８名 １８名 

短期大学  １名  ６名  ７名 

専門・各種学校 １７名 ２２名 ３９名 

省庁管轄校  １名  ０名 １名 

看護学校 １名  ２名  ３名 

公務員  １名  ０名 １名 

民間就職（管 内） １３名 １０名 ２３名 

民間就職（県 内）  ２名  ９名 １１名 

民間就職（県 外） ０名 ０名 ０名 

合 計 ４６名 ５７名 103名 

 

２月２日、１・２年

生全員を対象に第３

回「進路を考える日」

が開催されました。

１年生は「社会人マ

ナー講座」、２年生は

「履歴書から読む進

学・就職」のテーマ

で外部講師の講話を

聞いた後、大学・専門学校・就職等に分かれての分野別進路ガ

イダンスを実施。１５のブースに分かれて、担当の方から直接

説明を受けることができました。それぞれが自身のこれからの

進路について考えを深めるよい機会となりました。 

 

１月２０日～２１

日、バスケットボー

ル県新人大会が大

崎市各会場で開催

されました。女子は

初戦、富谷高戦を延

長の末４４－４２

で勝利、２回戦の聖

ウルスラ英智には

４４－６６で惜しくも敗れました。男子は、初戦で仙台二高に

６９－６６、２回戦で石巻高に８８－３７で勝利し準々決勝に

進出しました。ベスト４をかけた、第３シード利府高との対戦

では４２―１０４で敗れましたが、見事１１年ぶり「県新人ベ

スト８」のチーム目標を達成しました。第 5シード決めの東北

学院戦では６５－１０１で敗れましたが、２月に一関市で開催

される岩手・宮城対県選抜大会への出場権を獲得しました。 

          男子部長 ２年 村田 蘭馬 

私たちバスケットボール部男子は、１回戦仙台二高に競っ

たものの勝利することができました。この試合で得たことは

自信に繋がりました。次の石巻高にも勝つことができました。

ベスト６以上を決める試合で強豪校と当たり、負けてしまい

ましたが、自分たちに足りないものや課題が分かったと思い

ます。５月の支部総体に向けて練習を重ねていきたいです。 

 

１月２７日～２８日、

蔵ジアムにて宮城県選

抜高校ソフトテニス大

会が団体戦の６チーム

によるリーグ戦～決勝

トーナメント方式で行

われました。県内上位

チームが参加する中、

男子は第３位、女子は

優勝（６連覇）を達成しました。連覇おめでとうございます！ 

宮城県登米高等学校 《基本方針》 

◇確かな学力を身に付け、生徒の志望を達成させる 

◇社会人として自立できる人間づくり 

◇生徒 保護者 地域から信頼され、選ばれる学校づくり 

校 訓  誠 実  勤 勉  進 取 《平成３０年３月号》 

平成３０年２月２８日発行 



 
１月１２日（金）、

PTA役員の皆さんが

本校会議室で新春座

談会を開催しました。

話し合いのテーマは、

「語ろう！  これか

らの PTA」で、PTA

活動をさらに楽しく

活発にするためのアイディアを出し、来年度に実践したいとい

う目的。本校教員も参加し、現状の分析から問題点を抽出、新

しい魅力的なアイディアがさまざま提案されました。同時企画

で、購買部の四季亭さん提供に

よる「購買部試食会」も行い、

人気メニューを試食。おにぎり、

鳥唐揚、カレーライス、焼きそ

ば、ハンバーガーなど、盛りだ

くさんメニューに大満足でした。 

 

 

２月１１日、登米

町公民館で開催さ

れた登米市青年文

化祭に吹奏楽部が

出演。笑点テーマ

の他、MCを交えて

の北島三郎「祭り」、

レミオロメン「３

月９日」、童謡「ふるさと」など力強い演奏を披露し、町民の皆

さまからあたたかい拍手いただきました。有難うございました。 

 

 

宮城県警が開催している「命の大切さを学ぶ教室」の作文コン

クールで、小野寺さくらさんの作文が、高校生部門１６０１点

の最優秀賞に選ばれました。9

月に本校で開催された教室で、

１７年前に交通事故で小学生の

お子様を亡くされた講師佐藤さ

んの講話を聞き、小野寺さんは

自身の体験を重ね、命の大切さ

を訴える作文を綴りました。小

野寺さんの作文は、警視庁長官

官房給与厚生課犯罪被害者支援

室長賞も同時受賞となりました。 

 

２月７日、野球部は

「すばらしいとよま

を創る協議会」と協

力をし、日頃からお

世話になっている登

米公民館周辺や学校

周辺の清掃ボランテ

ィアを行いました。

雪の残る道路や側溝

を清掃、チームワー

クよくごみ拾いを行い、町の美化活動に貢献。最後には、登米

町公民館長の金田さんからねぎらいの言葉をいただきました。 

 

２月 1０日、宮城

県庁で「みやぎ高

校生フォーラム」

開催されました。

県内の高校生の集

いに、本校から佐

藤研斗君（２年）

と小野寺航大君

（１年）の生徒会役員２名がポスターセッションに参加。登米

高の地域ボランティア活動や生徒会活動について PR しました。 

 

 
１月１１日、LHRの時間に３年生への「消費者講座」を開催。

金融広報アドバイザーの石島直子さんを講師にお迎えし「金融

トラブルに巻き込まれな

いために カード社会の

落とし穴」と題した学習

を行いました。生徒たち

は社会人になる心構えの

一環として、真剣に耳を

傾けていました。 

 

 
２月２２日、第２回「学校評

議員会」が開催されました。

今年度の本校教育活動の説

明を行い、評議員の皆様から

貴重なご意見ご提言をいた

だきました。特に、「登米高

生の挨拶が清々しく、町民の

皆さんも好感をもっている」という評価や、「今後も地域の高校

として、町の行事などにも登米高生の姿を見せて、どんどん町

を盛り上げてほしい」などの要望が出されました。 


